
TheMoonandSixPence覚 書

脇 田 勇

TheMoonandSixPenceはMaUghamの 長 編Li2ao/Lambeth,0/

HumanBondage等 に次 いで,第10作 目の小説 と して1919年 に 出 され た。 主 人

公CharlesStricklandは 画家PaulGauguinの 忠 実 な伝 記 の錯 覚 を与 え るが

フ ィ クシ ョソ と言 った方 が正 確 で あ る。 「TheMoonandSixPenceは 小説 の

形 式 で書 いたGauguinの 伝 記 では 勿論 な い。Gauguinに つ い て 聞 いた話 に基

づ い て はい るが,そ の うちの主 だ った事 実 だ けを使 い,残 りは,幸 いに して私

が持 ち あわせ て いた創 造 力に頼 って しま った」 とMaugham自 身 も語 って い

る通 りで あ る。 この作 品 の発表 の15年 前,Maughamは パ リに あ って魅 力 的 な

芸 術 家 た ち と交 流 を持 ってい た。 例 えばAmoldBennet,CliveBell,Aleister

Crowleyら が そ の中 に いた。 そ の 一 人 に ア イ ル ラ ン ド出身 の 画 家R(　 deric

O℃onorと い う男 が いた。 彼 はOfHumanBondageの 中 で若 い 画 家Clutton

め モ デル に な っ てい て,「 誰 も知 らな い 画家,奇 妙 な 男で,株 の仲 買 人 を して

い たが,中 年 で 絵 を は じめ た 男」 との 出逢 い を 語 る 所 が あ る。0'Conorは

GauguinのTahitiへ の最初 の航海 の あ とで,1894年 ブル ター一ニ ューで彼 に逢

い,そ の弟 子 に な っ てい る。Gauguinが 南海 に もど る際,そ れに 同行 しよ うと

考 え た が,結 局 断 念 して い る。 しか しGauguinの 芸 術 的,反 社 会 的 な行動 の

代 弁 者 とな った。 この様 に,Gauguin伝 説 に 対 す るMaughamの 興 味 は1904

年 頃 に は じま ってい るが,1919年 の この小 説 の誕 生 まで15年 間 この資料 は温 め

られ て い た こ とに な る。 第一 次大 戦 中,MaughamはTahitiを 訪 れ,Gauguin

を知 って い る人間 を 探 索 し,Gauguinの 痕跡 の発 掘 に 当 ってお り,Gauguinの

住 居跡 た 残 され て いた ガ ラス絵 を持 ち帰 り,Riviera海 岸CapFeratのVilla

MauresqUeに 飾 りつ け るこ とさえや ってい る。 イギ リスの 諜 報 機 関 の用 務 を

[12]
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帯 び ロシ ァのPetersburg(現 在 のLeningrad)に お もむ い たが,結 核 とな り

そ の治 療 のた めScotlandの サ ナ トリュー ムに 送 られ,そ の後海 浜 の保 養地 に

3ケ 月滞 在,そ の間 に この作 品を 書 きあ げて い る。 この小 説 は 出版 と同時 に好

評 を 得,1915年 発 刊 の0/HecmanBondageを あ ま り評 価 しなか った一 般 読

者 も,こ の作 品 に は惜 しみ な い賛 辞 を呈 した ので あ った。

TheMoonandSixPenceは 芸 術 家 を写 実 的に 扱 った もっ とも優 れ た作 品 の

一 つ で あ る と言 え る
。 主人公 のCharlesStricklandは,そ の当 時 の多 くの芸

術 家 の主人 公 た ちの如 く,社 会,義 務 因 襲,抑 制 とい うよ うな ものに 反 抗 的

態 度 を取 ってい る。 この作 品 に お い て,Stricklandの 芸 術 家 と しての発 展 過程

に若 干 難 が見 出 され るが,彼 の絵 画に 立 向 う情 熱 を描 写 す る こ とで,芸 術 家気

質 を説 明 しよ うと試 み た点 で,Maughamは20世 紀 の数 多 くの作 品 の作 家 の典

型 と言 って よい で あ ろ う。

この作 品 の誕 生 した 時 代背 景 を 考 え てみ な くては な らな い。 まず 第1次 世 界

大 戦 の終 焉 の翌 年 に この作 品が 生 れ て い る こ とに 注 目す べ きで あ る。 大 戦 の も

つ 幻滅 感 と増 大 した 機 械化 と産業 化 が芸術 家 の持 つ個 性,独 創 性,反 抗 精 神 に

関心 をか も し出 した とい うこ と一 換 言す れば,リ ア リズ ムの世 界 か らロマ ソ

チ シズ ムの世 界 へ の脱 出の願 望 を ヨー ロ ッパ人 全体 が いだ い てい た とい うこ と

で もあ る。TheMoonandSixPenceは,Maughamの 南海 と極 東 に つ い て

の長 い研 究 の さ きが けを なす もので,TheTremblingofaLeaf(1921),

OnaChineseScreen(1922),ThePaintedVeit(1925),TheCasurina

Tree(1926)な ど と と もに,大 戦 後 の読 者 か ら満足 感 を もって うけ いれ られ て

行 った。 つ らい 戦争 に 飽 き,ヨ ー ロ ッパ の文 明 とそ のか が え る諸 問題 に つ い て

不 安 感 を懐 き,人 々の心 は異 国情 緒 に逃 避 の道 を見 出 した の で あ る。

TheMoonandSixpenceの 出た1919年 はHermanMelvilleの 生誕100年

に あた り,ア メ リカで は,ほ とん ど忘 れ られ ていた19世 紀 の小 説 家に 関 す る数

多 くの批評 的,伝 記 的文章 が 書 か れ,Moby1)ickは もちろ ん の こ とOmoo,
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TyPeetl:対 す る興味 が復 活 した。これ ら南 洋 の ロマ ソチ ックな物 語 が 愛 好 され

るにつ れ て,Maughamの 書 い た作 品 へ の興 味 も増 し加 わ った とい う指 摘 もな

く　ユ

され てい る。

前 述 の如 く,TheMoonandSixPenceヵ ミGauguinの 伝 説 に暗 示 を うけ,

それ に 基 づ い て書 か れ た こ とは 事実 で あ るが,伝 記 あ るい は伝 記 的 小説 と言 う

こ とは で きな い。 確 かに,GauguinとStricklandと に は数 多 くの類 似 点 が あ

る。 両 方 と も画 家 と して の生活 を は じめ るため に仕 事 を放 棄 した株 式仲 買人 で

いず れ も社 交 性 に欠 け,道 徳 に無 関係 で あ り,あ る目立 った 肉体 的特 徴 を も

ち,Tahitiで 天折 す る前 に 土 着 の娘 に満 足 感 を見 出 してい る。 特 に,Gauguin

もStricklandも 死 の直 前 に注 目す べ き傑 作 を 物 して い る とい うよ うな 点 で あ

る。

こ う した類 似 点 に 反 し,多 くの相 異点 の あ る こ と も見 逃 す こ とが で きな い。

Gauguinは 仲買 人 と して の職 を失 う前 の10年 前,余 暇 を利用 し孜 孜 と して絵 を

描 くこ とに没 頭 してい るが,Stricklandの 芸 術 へ の 関心 は あ る 日突 然衝 動 的 に

ひ き お こされ る こ とに な ってい る。Gauguin夫 人 は,Strickland夫 人 と違 っ

て,夫 の絵 好 きで あ る こ とを長 い 間知 ってい た。 しか し,彼 女 は,夫 を 生活 に

満 足 して い る立 派 な商 売 人で あ る と信 じ,彼 を 日曜 画家 と しか 考 え てい な か っ

た。 彼 女 は夫 が職 業 を捨 てた 時 に は心 の動 揺 を おぼ えた が,Strickland夫 人 の

よ うに即 刻離別 す る よ うな こ とは してい ない。 彼 が パ リに 出 て行 きたい気 持 に

駆 られ た時 も,8ケ 月 ル ーア ンで共 に暮 してい る。Gauguinと 妻 は お互 に文

通 をや め なか った。 彼 女 は,夫 の こ とを,気 質 や行 動 は は げ しか った が,悪 意

も猜 疑 心 もない 人 だ と言 っ た。Gauguinが サ ロ ソで展覧 会 をや り,Monetや

Huysmansか ら賛 辞 を うけた こ と も知 ってい た 。Tahitiへ の出発 前,あ る派 の

青年 画家 た ちが,ブ ル ー タニ ュ ーや パ リで 彼 の周 辺 に 集 まって いた し,ア ル ル

(1)RichardA、Corde11:SomersetMaugham,p.111,
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でVanGoghと 同居 して い た こ と もあ る。 彼 の知人 の中 に は,Verlaine,

Morice,Rodin,Carriere,Mallarm6等 の芸 術 家 が いた。 絵 の道 に専 念 して行

く うちに,フ ラ ンスで は満 足 せず,漂 泊 の夢 が ふ く らん で行 った の で あ る。 南

洋 の小 説 を は じめ て書 いたPierreLotiを 読 む こ とに よ り刺激 され た のか も し

れ ない。 フ ラ ンス政 府 の芸 術 院長 の もとで無給 の役 人 と して の地 位 につ くた め

Tahitiに 出発 して行 った が,2年 後 パ リに作 品 を携 え て戻 り,展 覧 会 を 開 い

た ので あ る。 しか しそ の異 国情緒 の異常 さ とあ ま りに も大 胆 な 色彩 の使 い方 に

心 乱 され た批評 家 は,か た く口を 閉 ざ して しまった。 再 びTahitiに 戻 って行

き,生 涯 の終 りに一 つ の傑 作 を完 成 しよ うとあ りた けの活 力 と情 熱 を傾 け た。

そ の絵 は 偉大 な謎 に満 ちた傑 作 であ る。 しか しStricklandの 如 く,そ の 最

後 の作 の破棄 は要 求 しなか った。MarqUesasで 彼 は た えず 病気 を してい た。

Stricklandは 最 後妻 と子供 の3人 で あ らゆ る人 間 関係 か ら隔 絶 され て,癩 病 に

おか され なが らも絵 筆 を捨 てず,凄 惨 きわ ま りな い姿 で 死 んで 行 くこ とに な っ
ぼの

てい るが,Gauguinの 死 因 は,Cordellに よれば 心 臓発 作 で あ った。Gauguin

は妻 と子供 た ちに強 い 関心 を持 ち,自 分 の芸 術 が 彼 らのた めに な るよ うに と希

望 し,Tahitiで 家族 と一 緒 に な るこ とを計 画 してい た 。小説 の主 人公 は,「 私 」

(著 老)の 「一 文 な しの ま ま奥 さんを見 棄 て るこ とは で き ませ ん よ」 とい う言

葉 に,「17年 間 私 が養 って きた んだ。 今 度 は 自分 で養 ってみ た らい いだ ろ う」

と答 え てい るほ ど非情 な 男 と して描 かれ てい る。 また,Gauguinは,た えず 自

分 の絵 を分 析 し,論 議 の対 象 と してい るが,Stricklandは 芸 術 理論 な どに さ

らさ ら関 心が な い。GauguinはTahitiで 経 済 的 に 逼迫 した が,1893年 帰 国 し

た後,叔 父 の遺 産 を得 て,広 い ア トリエを 新築,相 当豪 勢 な生活 を送 った。

Stricklandの 如 く,孤 高 の生活 ば か り送 っ てい た ので はな い。 夫 として,父 と

して愛 情溢 れ る人 間で あ った 如 く,ド ミニ ック島で も,白 人 が土 人 の利 益 を無

視 す るの を怒 り,官 憲 と争 い,3ケ 月 の禁銅 に処 せ られ るこ と もあ ったほ どの

ヒュー マ ニス トで,小 説 の主 人公 の よ うな冷 酷 な エ ゴイス トで はな か った。

L(2)Ibid.,p,109,
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TheMoonandSixPenceはThe・MaleingofaSaint(1898)以 来 は じ

め て用 い た所謂"一 人称単 数"で 書 か れ,「 私 」 と して作 家 が登場 す る。 これ

以 後 の短 編 長 編 に は,し ば しば 作 者 が 「私」,Ashenden,Maughamと い う

形 で あ らわ れ,ス トー リーの舞 台 廻 し とい う重 要 な役 割を果 す こ とに な って い

るo

この作 品 の あ とに生 れ るCakesandAle(1930),TheRa20r's・Edge(1944)

そ の他 多 数 の作 品に 出 て くる作 者 自身 は,機 知に 富 み,寛 容 で,仲 間 の態 度 を

興 味 深 げに な が め てい るが,こ の作 品 の 「私」 は,い さ さか しか つ め らしく,

堅 苦 しく,自 意 識 が 強 い。Maugham批 評家 の中 に は,Stricklandの 性 格に は

作 家 の思 想,感 情 の 投影 が あ るので は ない か と説 い て い る もの もあ る。 換 言 す

れ ば,0!HumanBondageが そ うで あ った よ うに,作 老 の あ る意味 に おけ

る カタル シス と して書 かれ た とい うこ とで もあ る。Stricklandに は,作 者 が 心

の奥 底 で犯 した い と思 ってい な が ら,性 格か らまた社 会 的 立場 か ら抑止 され て

い る,社 会 的,芸 術 的反 抗 の精 神 が 反映 され て い る と考 え て もよか ろ う。

さて,こ の作 品 の構 成 を考 え てみ よ う。 全 編58章 の うち,16章 まで は舞 台 が

ロソ ドソ,パ リで,「 私 」 とStrickland-・ 家 との交渉 が筋 とな る。 そ の後5年

の星 霜 を経 て,17章 か ら44章 まで は,「 私 」 は パ リに 移 り住 んで,Strickland及

びそ の画 家仲 間 のStroeve夫 妻 との一 年 余 りの交際 が 中 心 とな る。 さ らに15年

の空 白の 後,「 私 」 はTahitiに 旅 行 し,こ こに 流 れ つ い たStricklandの 生活

と死 の顛 末を5人 の人 間 か ら聞 くこ とに な る。 最 後 の1章 は,再 び ロソ ドンが

舞 台 で,Strickland未 亡 人 と 「私 」 との再 会 に 当 て られ て い る。 時代 背 景 は19

世 紀 末 か ら20年 位 の間 と推 定 され る。 刊 行 の年 が,こ の小説 の終 りの年 と一 致

して い る。

この作 品 の 冒頭 で は,Stricklandを しば りつ け てい る絆一 社 会 的 な圧 迫 と因

襲 的 拘束一 が あつ か わ れ る。 退屈 で,勿 体 ぶ った,息 のつ ま りそ うな社 交 界 の

絵 図 が描 き出 され る。 この一 家 の食 堂 は 「清 らか で,芸 術 的で 退 屈 で あ る」。
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子供 た ちは 「清 潔 で,健 康 的 で,標 準 的」で あ る。父親 は実 に鈍 感 そ の もの で夫

人 は彼 女 の催 す 多 くの デ ィナ ーに おい て,客 人に 夫 を あわ せ まい と配慮 す る。

この社 交 的場 面 を通 して因襲 的 生活 を描 くこ とに よ り,こ の あ とのStrickland

の パ リ生 活 の活 気 と興 奮,Tahitiに おけ る芸 術 三 昧 の歳 月 が,い か に 自由 の

探 究 で あ ったか が,対 比 され て浮 彫 にな る。こ う した社 会 的環 境 か ら脱 出 し,そ

の後 自分 の一 家 に いか な る責 任 も義 務 も認 め よ うと しな い点 は,Stricklandが

20世 紀 の芸 術 家 の主 人公 の典型 的 な もの で あ る こ とを語 っ てい る。Maugham

は,は じめの数章 に おい て,家 族,i義 務 名 誉 心,因 襲 に 対 す るStricklaud

の否 定 の気持 の深 さを 描 い てい る。 社会 と因襲 的道 徳 の代 弁 老 で あ る 「私」

はStricklandが 以前 の生活 の絆 を 心 底か ら忘れ た い と願 って い るこ とを 発 見

す る。

Strickland夫 人 の依頼 を うけ て 彼 に 会 っ た 「私 」 は ロ ソ ドソ に 戻 り,

Stricklandの パ リに おけ る生活 を報 告 し,女 の た めで な く,絵 を描 きた い た め

の家 出 で あ った経 緯 を告 げ る。 夫 人 の態 度 は一 変 し,悪 い病気 にで もな って死

んで しまえ な ど と言 う。 収 入 の た えた夫 人は タ イ プの仕 事 に よ り,生 計 を立 て

る 目途 が つ い てい た。

この作 品 の中程 の所 で,Maughamは 芸 術 家 と道 徳 の問題 に もっぽ ら注 意 を

集 中,DirkStroeveと そ の妻Blancheと の関係 を とお して,こ の テ ーマを ギ

リギ リ限度 まで拡 大 して行 く。 この話 が この小 説 のほ ぼ半 分 を 占 め てい る こ と

か ら も,こ の作 家 の この 問題 に取 り組 む したた か な熱 意 を感 じ とるこ とが で き

る。 つ ま り,偉 大 な 芸術 か ら利 益 を得 るた め,社 会 は どの程 度 まで反 社 会 的芸

術 家 を 容認 す べ きか とい う問題 の提 起 で あ る。

Strickland夫 人 と別 れ て5年 後 「私」 は パ リに住 む よ うに な った。 そ こで前

か らの知 人の オ ラ ソダ人 の画家DirkStroeveに 逢 う。Dirkは 絵 に関 す る知識

と鑑 賞 力 は秀れ てい るが,彼 の絵 自体 は凡 庸 きわ ま りな い もので あ った。 妻 の

Blancheは 静 か な魅 力 をた た えた英 国女 性 で,人 々か ら軽蔑 され てい る道化 的
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な夫 を こ よな く尊 敬 して い る。このDirkは,Stricklandが 素 人 画家 で は な く,

偉 大 な天 才 で あ る と認 め てい る。 妻 のBlancheは このStricklandを た いそ

う嫌 悪 してい る。Stricklandが 大病 に 冒 され,善 意 の男Dirkは,妻 を説 得 し

て,自 宅 に ひ き と り看 護 に あた る。 病 い えたStricklandはDirkの ア トリエ を

我 物顔 に 占有 す る。 た ま りか ね たDirkは 彼 に 退 去 をせ ま る。 所 が,あ れ ほ ど

Stricklandを 嫌 って いたBlancheが,夫 の哀 願 に もかか わ らず,Strickland

と共に 出 て行 くと言 い 出す。 とこ とん善意 のDirkは 彼女 とStricklandと を

残 し,自 分 が 家 を 出 て行 く。 あ る 日,Dirkは 妻 が 蔭 酸 を飲 んで 自殺 をは か った

こ とを 知 る。StricklandはBlancheに よっ て情欲 を満 す と,自 分 を 占有 しよ

うとす る女 に た え きれ ず,出 て行 って しま ったの で あ る。Dirkは 彼 女 を病 院

に 入れ た が,1週 間苦 しん だ挙 句 の果 死 んで しま う。失 意 のDirkは 元 の 自分

の ア トリエ に戻 っ て,そ こにStricklandの 描 い た 妻 の裸 像 を発 見 す る。 怒 に

駈 られ,次 の瞬 間,そ の絵 を切 り裂 こ う とす るが,そ れ が芸 術 品で あ る こ とに

気 付 き,己 の行 為に 罪悪 感 を覚 え,妻 を奪 った 呪 わ しい相 手 で あ って も,優 れ

た 芸 術 の創 作 者 で あ るこ とを認 め る こ とに よ り,憤 怒 と嫉 妬 が感 嘆 と崇拝 に変

貌 してゆ く。 ま さに19世 紀 的 耽美 精 神 の世 界 とい うべ きで あ る。 作 者 はDirk

に 「僕 た ち は共 にBlancheを 愛 した のだ。 オ ラ ソダの私 の家 に は,君 を置 く

ぐ らい の余 裕 が あ る。 一 緒 に来 な い か」 とい ざない の言葉 を は かせ てい る。

Stricklandの 行動 は,表 面 的に は,残 忍,野 蛮 で弁 護 の余地 が な い。 しか し,

彼 の行動 が 十分 に正 当 化 され,こ の弁 護 の道具 に な るのがStroeveで あ る。 窮

極 の美 を 探究 し表現 しよ うとす るひ たむ きの芸 術 家 の魂 の戦 い は,世 俗 的 モ ラ

ル の世 界 を超 克 して行 く もので あ る こ とを,Stricklandと い う一 人 の画 家 を通

して,作 者 は語 りか け てい る と言 わ ざ るを得 ない。

TheMoonandSixPence全 編 を 貫 い て い る も う一 つ の テ ー マ は,芸 術 的 気

質 と愛 情 及 び 性 との 間 の 関 係 で あ る。 三 人 の タ イ プ の 異 った 女 性 が 登 場 す る。

す な わ ちStrickland夫 人,BlancheStroeve,土 人 の 娘 でStricklandの 現 地
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妻 に な るAtaで あ る。 これ らの女性 に対 す る芸術 家 の反応 に,作 者 の意 図 が

語 られ てい る と言 って よい。'

Strickland夫 人 は社 交 的意 識 を 持 ち 因 襲 の 絆 に し ば ら れ た 女 性 で,

MaUghamか らいつ もひ どい し うちを受 け る型 の人 間 で あ る。CakesandAle

の二度 目のDriffield夫 人,TheRazor'sEdgeのIsabelBladleyな ど と同 じ

く,自 分 の 自由を保 持 しよ うと してい る男 に とって は脅威 的存 在 で あ る。 主 人

に拷 問 の苦 しみ を味 わ わせ る女 とい うよ りは,む しろ男性 が,彼 女に よって社

会 の主 流 に 同化 され,彼 の個性 を 窒 息 させ る社 会 的 状態 に追 い つ め て行 く型 の

女性 で あ る。

BlancheStroeveは,本 能 に 左右 され る女 性 で,自 分 の性 的 魅 力で 男 を しば

りつ け よ うとす る。LizaofLambethのLiza,ThePaintedVeilのKitty,

ChristmasHolidayのLydiaな どの よ うに,彼 女 は感 能 的で,そ れ に よって

悲 劇 を ひ きお こす こ とに な る。Stricklandの 天 才 を開 花 させ る触媒 に は な るけ

れ ど,彼 女 は芸術 に とって は脅 威 で あ る。Stricklandに とっては性 的 情 熱 と愛

情 は一 種 の絆 で,そ の芸術 の完 成 のた めに はそ こか ら解 放 され て いな けれ ば な

らな い。

"Ido
n'twantlove.Ihaven'ttimeforit.It,sweakness.Iamaman,andsome・

timesIwantawoman,WhenI'vesatisfiedmypassionI'mreadyforother

things.Ican'tovercomemydesire,butIhateit;itimprisonsmyspirit;1

100kforwardtothetimewhenIshallbefreefromalldesireandcangivemyself

withouthindrancetomyWork。"(3)

MaUghamの 考 えで は,愛 す る女 に うち こむ こ とと芸 術 に うち こむ こ と とは

両 立 せ ず,互 に他 を破壊 す るとい うこ とで あ る。 創造 的な 男 は,あ る時 は芸 術

的表 現 を,別 の時 は性 的満 足 を追 求で き るが,女 性 は この二 分 法 を憤 り,男 の

芸 術 を 抑制 し,破 壊 しよ うと考 えて い る。

TheMoona'ndSixPenceに おい て,芸 術 家 に とって女 性 の理 想像 は土 人の

(3)W.SomersetMaugham:TheMoenandSixpence,p.171。
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娘Ataに 見 出 され る。OfHumanBondageのSally,CakesandAleの

R(sie,TheRazo〆sEdgeのSuzanneRouvierの よ うに,Ataは 温か く,寛

大 で率 直 で あ る。 官 能 的,母 性 的 で あ るが,Stricklandに 要 求す るこ とが ほ と

ん どな い。1Stricklandを して 「おれ を放 って おい て くれ る よ… …食 物を つ く

って くれ,赤 ん坊 た ちの世 話 をみ て くれ る。 こ ち らのた のん だ こ とを や って く

れ る。 おれ が女 に 望 んで い る もの は,た しか に与 えて くれ るな 」 と言 わ しめ る

よ うな 女 で あ る。

多 くの制 約一 社 会 的,家 庭 的,肉 体 的,精 神 的一 か ら自分 自身 を解 放 しよ う

と して あが い てい る点 で,StricklapdはMaughamの 小 説 に あ らわ れ る多 く

の 人物 に似 て い る。 しか し外 の 人物 の場 合 と違 って,彼 のbondageは 異 って

い る。す な わ ち絵 を描 こう とす る情 熱 に 向け られ てい るか らで あ る。Strickland

が 家庭,名 誉,愛 情 を 否 定す るの は,自 発 的な 選択 と言 わ ん よ りは,の っぴ き

な らな い内 的必 然 性 か ら生 れ て きてい る。 彼 の心 に と りつ い てい る栓 浩 か ら脱

出 で き るのは絵 とい う手段 を とお してだ け で あ る。Stricklandが パ リに逃 避 し

て,ま だ 芸術 家 と して生長 しは じめ る前 に あ って も,絵 を描 くこ とは,自 分 に

とって逃 が れ られ な い必 然 な の だ と語 らせ る所 が あ る。

"It
ellyouI'vegottopaint.Ican'thelpmysel£Whenamanfallsintothe

wateritdoesn'tmatterhowheswims,wellorbadly;he'sgottogetoutor

elsehe'lldrown."Therewasapassioninhisvoice,andinspiteofmyselfI

wasimpressed.Iseemedtofeelinhimsomevehementpowerthatwasstruggling

withinhim;itgavemethesensationofsomethingverystrong,overmastering,

thatheldhim,asitwere,againsthiswi11.Icouldnotunderstand.H6seemed

tobepOssessedofadevilandIfeltthatitmightsuddenlyturnandren(柔him.ω

別 の所 でMaughamは このobsessionを 癌 に た とえ,DirkStroeveは,芸

術 家 の重 荷 につ い て語 り,そ れ 故 に こそ,芸 術 家を 寛容 と忍耐 で 扱わ ねば な ら

(4)Ibid.,pp.54-55,
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ぬ と言 う。 小説 の終 り近 く』で,Stricklandの 生前 の証 言 者 の 一 人Captain

Brunotが,Stricklandの 美 の奴 隷 と化 した す さ ま じさを語 る所 が 出て く る。

彼 の 内な る美 の鬼 は冷 酷 無 比 で,一 ・瞬 の平安 を も与 えず,彼 を揺 ぶ りっ づ け て

い た とも らす。

``A
ndthepassionthatheldStricklandwasapassiontocreatebeauty,Itgave

himnopeace.Iturgedhimhitherandthither.Hewasetemallyapilgrim,

hauntedbyadivinenostalgia,andthedemonwithinhimwasruthless.There

aremenwhosedesirefortruthissogreatthattoattainittheywillshatter

theveryfoundationoftheirworld.OfsuchwasStrickland,onlybeauty
.with

hirntooktheplace.Icouldfee夏forhimprofoundcompassion."〔5)

R・L・Calderも 苦 しみ さいな まれ た魂 が表 現 とい う解 放 を求 め,絵 具 を とお

して のみ もの を伝 え るこ とが で き,こ の方 法 に よっ ての み結 実 す るのだ と指 摘

す る。

``Hi
srevoltfromconventionalbehaviourandloveismerelytheabandoningof

theseformsofbondageinthefaceofanother,morepowerfuI,one.Hislackof

concemforhiswife,family,theStroeves,comfort,evenfame,isgenuine;

blindedbyhisartisticdemon,unawareofanythingelse...Stricklandcanonly

communicatethroughthemediumofpaint,andonlyinthiswaycanheachieve

ultimatefreedom...く6}

Stricklandは,OfHumanBondageのFannyPrice,MiguelAjuria

及 びClutton,TheAlienCornのGeorgeBlandた ち が 芸 術 的 表 現 を 達 成 す

るに 至 らず 挫 折 した の と異 な り,自 分 を 拘 束 す る何 物 もな いTahitiと い う環

境 で,し か も 自分 に 絆 を つ け な いAtaと い う女 性 と一 緒 に 暮 しつ つ,傑 作 を

作 りあ げ て 行 くの で あ る。Dr.Coutrasの 証 言 に よ っ て語 られ る最 後 の作 品 で,

彼 は 自分 の 幻 想 を 画 き,も ろ もろ の 絆 か らの解 放 を 達 成 す る こ とが で き た の で

あ る。 作 者 は,こ の 不 朽 の 作 品 が,Stricklandの 妻 に 対 す る命 令 で 死 後 破 壊

(5)Ibid.,p.225.
・(6)R .L.Ca1der:W.SomersetMa〃gha〃 歪andQuestforFreedom,p.146.
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され て しま った こ とを書 き加 えて い る。 しか し,彼 は 全 て の もの,す なわ ち弁 明

と名声 を望む 気 持,後 世 へ の期 待か らさえ解 放 され た こ とに な る。OfHuman

BondageもTheMoonandSixPenceも,肉 体 的,精 神 的 自由 をあ つか っ

て い るが,そ の ア ブP一 チ の方 法 が相 反 して い る。Philipは 田舎 の医者 とい

う平凡 な道 を選 び,漂 泊 の旅 を放 棄 して しま うが,Stricklandは,文 明か ら脱

出 し,Tahitiに あ って,芸 術 を通 し 自由を 実現 す る。Calderは 「Philipは6

ペ ソスの銀 貨 を手 に 入れ るた めに,月 を放 棄 して い る」 と説 明 して い る。

In】 白eviewingO!㌦Human」90%4α9θ,丁 加1「i〃zesLゴ'〃arySupPle〃te"'had

writtenthat"likesomanyyoungmenhe(Philip)wassobusyyeamingfor

moonthatheneversawthesixpenceathisfeet."Intheend,however,Philip

surrendersthemooninordertograspsixpence.(7}

この小説 の人 を ま ごつ か せ る題 名 をTheTimesに 出たOfHumanBondage

に対 す る書評 か ら取 った もので あ る とCorde11も 指 摘 してい る。

特 定 の個 人に とって最 高 の生活 とは何 か とい う問題 に つ い て,TheMoon

andSixPenceの 中にAbrahamと い う医 師 のエ ピ ソー一一一一ドが語 られ て い る。

「私」 がSt.Thomas病 院 の医 学校 時 代 に ユ ダヤ人 のAbrahamと い う男 が

いた。 奨 学金 で 入学 して きたの だが,在 学 中 とれ る限 りの 褒賞 を 一 人 じめ す

る才 能 の持 主 で あ った。 医 者 と して将来 の地 位 は約束 され,名 誉 と富 が手 の と

ど く所に あ った。 所 が新 しい地位 につ く前 に休 暇 を と り中東 の旅 に 出か け た ま

ま,辞 表 を 出 して 病 院 をや め て しま った。そ れ か ら10年 後,「 私 」はAlexandria

で上 陸 の時,検 疫 医 師 に な って い る彼 と再 会 す る。 話 に よれ ば,ロ ン ドソ の

St.'Thomas病 院 の新 しい地 位に つ く積 りで あ ったが,Alexandriaで 白 々 と

陽 に映 え る街 と,埠 頭 に む らが る群衆 を 見 てい る うちに,天 か らの啓 示 の如 く

こご こそ 自分 の余 生 を送 る場所 と決 心 して しま った とい うこ とで あ る。 彼 自身

(7)Ibid.,p.147.
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は現 在 の生活 に満 足 そ の もの で あ った。 そ の後 ロン ドソで昔 の医 学生 仲 間 の

AlecCarmichae1と い う男に 出逢 う。 彼 はKnightの 爵位 を 得,美 人 の妻 と

豪 華 な暮 しを営 んで いた。 た また まAbrahamの 話 を 噂 に きい てい て,自 分 は

お蔭 で 成功 で きた んだ け れ ど実 に馬 鹿 な奴 だ とあ しざまに の の しるのを 耳 に し

て,「 私」 は,「 本 当に 自分 の した い こ とをす る こ と,自 分 に 満足 し,一 番幸 福

だ と思 う生活 を送 る こ とが一一生 を 台 な しに す る こ とだ ろ うか。 そ れ と も1万 ポ

ソ ドの年 収 と美 人 の細 君 を持 ち,外 科 医 に な る こ とが 成功 な のか 」 と心 の中 で

ひ と り く りか えす場 面 が 出 て くる。

Tahitiに おけ るStricklandの 経 験 を 強調 す るた めに こ の短 い エ ピ ゾー ドが

挿 入 され て い る ので あ る。Stricklandは 最 大 限 に 自己 を表 現 す る環 境 と雰 囲気

を得 て,つ く り物 で な い真 の幸福 をつ か んだ のだ と作 者 は 叫 んで い る の で あ

る。

こ の作 品 の最 後 は,イ ギ リス の社 交 的場 面に戻 り,Stricklandが 逃 避 した生

活 が再 び紹 介 され る。 彼 の妻 は,以 前 とい さ さか も変 って い ない。 温 和 で,標

準 的 な子供 の うち,息 子 は愛 想 の い い陸 軍 の軍 人,娘 は砲 兵 少佐 の妻 に お さ ま

って い る。Tahitiに おけ る画家 の生活 と対比 す る こ と に よ り,読 老 は,

Stricklandの ひたむ きな反 抗 が,彼 に幸 福 と成 功 を もた らした のだ と考 え ざ る

を得 な くな る。

諸外 国 の作 家 批 評 家 の中 に は,Stricklandの 画 家 へ の回 心 が余 りに も唐 突

で,そ の結 果彼 の性 格 の掘 り下 げが不 十 分 で あ る点 を取 上 げ て い る場 合 が あ

る。 この小説 の構 成 か らも判 然 と して い る通 り,著 者 は,所 謂 全 能 の立 場 で主

人公 を描 写 す るので は な く,「 私」 とい う一 人称 の人間 が,5人 の証 人 を通 し

て語 られ る言葉 か ら,Tahitiに お け る主 人公 の姿 を組 立 て て い るの で あ る。

彼 が示 そ うと した のは,平 凡 で あ るが,感 受性 の強 い観 察 者 の 目に映 った ま ま

の天 才 の ス ケ ッチ と言 って よい。Calderの 指 摘す る通 り,Maughamの 取 っ

た方 法 は,事 実,噂,会 話,反 応 等 に よって,Stricklandが 天才 に違 い な い と
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い う印象 を与 え る,外 側 か ら攻 め る手 法 を用 い た こ とを 忘 れ て はな る まい。 芸

術 家 の資 質 は,Maughamの 扱 った よ りは,よ り複雑 で,深 み の あ る もので あ

るか も知 れ な いが,美 の追 究 の ため物 の怪 につ か れ た如 く深淵 に の め りこん で

行 くStricklandの 人 間像 は,相 当程 度 描 き出 され て い る と言 って よいで あろ

う。1

46章 か ら57章 まで は,Tahitiを 訪 れ た 「私 」 が,5人 の証 人か ら,あ りし

日のStricklandの 話 を 聞 き,そ の証 言 を忠 実 に語 る形 で,「 私 ⊥ がStrickland

の芸 術 家像 を作 りあ げ て行 く。 言 うなれ ば,推 理 小説 的 な 話ぶ りで,読 者 を魅

了す る こ とに 成 功 して い る。

第1番 目にCaptainNicholsの 話 で 出 て くる。「マ ル セ イユで私 は,Strickland

に逢 った のです。 一 緒 に どん な仕 事 も し,ど ん底 生活 を送 った ものです 。 南洋

に 行 くた めに,船 員 と して雇 って くれ る船 を 探 して い る所 で した。 ど うや ら,

濠 州 か ニュー ジ ー ラソ ド行 の船 に の り組 んで,SamoaかTahitiに 渡 りた い

と言 って い ま した。 彼 の心 は,あ の濃 紺 の海 に 囲 まれ た,明 るい島 そ うい っ

た 幻に 魅 入 られ て いた よ うで す。 幸福 に も,濠 州 の船 が発 作 で 投身 自殺 を した

男 の代 りに 彼 をや とって くれ,火 夫 と して乗組 み,そ れ 以来,彼 と会 うこ とは

あ りませ んで した」 とい うこ とで あ った。

第2番 目に証 人 と して あ らわれ るの は,ユ ダヤ系 の フ ラン ス人 のCohenと

い う商 人 で あ る。rStricklandがTahitiのPapeteeと い う町 に来 て,金 に 困

って い た時,下 手 くそ だ が とに か く画 家 だ とい うの で,関 心 を持 った。 そ して

自分 の農 園 の監 督 に や とって や りま した。 ところが2,3ケ 月 でや めて,ジ ャ

ン グルに 引 っ こんで しまい ま した。 金 に 困 る と町に 出て来 て何 か仕 事 を し,

金 を手 に 入 れ,ま た帰 って行 くとい うこ とを や ってい ま した。 いつ か200フ ラ

ソの借 金 のか たに1枚 の絵 を 持 って きた んで す が,私 に は皆 目見 当 もつ かな い

代 物 で した。 そ の うち この英 国 の画 家 が大変 な天 才 とわ か り,パ リの兄貴 に 送

った ら3万 フ ラ ソな ら買 お うと言 って きた ので 驚 き ま した よ。 も しStrickland
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の奴 生 きて いた ら,お 前 の絵 の代 金 だ と2万9千8百 フラ ン返 してや った ら,

聞 き もんだ と思 うの だが」 とStricklandと の交際 を語 った。

第3番 目は,ホ テル の女主 人Tiar6Jo㎞sonで あ る。 彼 女 は,物 凄 く大 柄

の,肥 った 女 で,外 観 は恐 ろ しい よ うだが,実 は世 話 好 きで,得 意 の料理 で 人

人 を楽 しませ て い る混血 児 で あ った。 「彼 が マル セ イユか ら 半 年 か か っ て

Tahitiに 着 い た とき,心 の故 郷 を こ こに 見 出 した よ うで した。 彼 の身 の廻 り

の世 話 を して や って い ま したが,嫁 さん を も らって もい い年 頃 と思 って,ホ テ

ル で働 い てい たAtaと い う土 人 の娘 を世 話 しま した。 双 方 と も異議 が な い の

で結 婚 式 を あげ てや りま した。 彼 女 はTaravaoに 少 し土地 を持 ってい ま した 。

彼 は 椰 子 林に 囲 まれ たAtaの 二 部 屋 の バ ソガ ローで結 婚 生活 を は じめ た んで

す 。 そ の後 の3年 間が,彼 の生涯 で最 も幸 福 な時期 だ った と思 い ます。 や が て

子供 が 生 れ,ば あや と孫 娘,さ らに一 人 の若 者 が来 て住 ん でい ま した。」

第4番 目の証 人 は,近 くの 島に住 んで い るCaptainBrunotで あ っ た 。

rStricklandがPapeteeに いた頃,よ くチ ェスをや った が,結 婚 した あ と,1

度 訪 問 した こ とが あ ります。 そ こは この世 の楽 園 の よ うに 美 しか った。 私 は 彼

の礼賛 者 で,絵 を 買 った こ ともあ ります。 静 か な夜,二 人 は よ く語 りま した。

子 供 の世 話 を し,料 理 を作 って くれ,彼 に 何 も要 求 しな いAtaに は満 足 しき

って い る よ うで した。 ヨ ー ロ ッパに 帰 りたい と思 わ ぬ か と訊ね る と,私 は死 ぬ

まで こ こに い るん だ とい う返 事 で した。」 この あ とで 「私」はBrunotの 案内 で

Stricklandの 病 気 や 臨終 の こ とに詳 しいDr・Coutrasを 訪 問 す る こ とに な る。

第5番 目の証 人Dr.Coutrasは 体 格 のが っ し りした,大 兵 肥満 な老 フラ ン

ス 人で あ った。 「あ る時Taravaoま で 診 察 に行 った時 の こ とで あ る。 一 人 の

若 い娘 がAtaか らの使 い で,白 人 が病気 な ので来 て欲 しい とい うわ け で す。

14㎞ の悪 路 な ので一 時 はた め らい ま したが,医 者 の義 務 感 か ら,バ ソガ ローに

行 き ま した。 まず,絵 を描 いて い るStricklandを 見て,驚 くと と もに,厚 ぼ っ

た くふ くれ あが った顔 は,癩 病 の徴候 を あ らわ して い る こ とを 知 りま し た。

Stricklandは,あ と何 年 生 き られ る と訊 ね るの です 。誰 に も判 らん と言 い ます

と彼 は山 の奥 に は い る と言 うので す。Ataは 誰 が行 か な くと も,自 分 は あな た
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の妻 だ か ら,あ なた が一 人行 って しま えば 私 は 首 を く くって死 ぬ と言 い出 す仕

末 で す。 彼 は お礼 に 絵 を くれ ま した。病 苦 に 耐 え つつ,絵 を描 き続 け るそ の 勇

気 に 打 たれ ま した。 そ れ か ら2年 以上 す ぎ ま した。 私 は逢 うこ とが あ りませ ん

で した。 噂 で は癩 病 に恐 れ を な して 皆家 か ら逃 出 し,夫 婦 と子供3人 だけ との

こ とで した。 原 始 の ジャソ グル の中 の バ ソガ ローを訪 れ,主 人 に会 いた い とい う

とStricklandの,病 毒 に おか され た のか,し わ がれ 声 が 聞 こえ て くる。 会 い た

くない と言 って い る とい うAtaの 言葉 に仕 方 な く会 うこ とを断 念 しま した。

絵 具 を 少 し送 って くれ とい う依頼 を うけ て,私 は山 を下 りた の です。2,3年

た って危 篤 だ との連 絡 を うけ,か けつ け てみ る と,彼 は 崩れ 果 て て死 んで い ま

した。 私 は壁一 杯 にか か れた 絵 を 見 て,圧 倒 され,異 様 な感 動 を覚 え ま した。」

とい う証 言 で あ った。

56章 の この部 屋 の 中 の異様 な風 景 と癩 病 に崩 れ 死 んで行 ったStricklandの

死 体 の描 写 は この小 説 の 中 の圧巻 で,簡 潔 な文体 を通 して鬼 気 せ まる光 景 が非

常 に リアルに 描 き出 され る。

...Hiseyesgrewaccustomedtothedar㎞ess,andnowhewasseizedbyan

overwhelmingsensationashestaredatthepaintedwalls.Heknewnothingof

pictures,buttherewassomethingabOutthesethatextraordinarilyaffected

himFromfloortoceilingsthewallswerecoveredwithastrangeandelaborate

composition.Itwasindescribablywonderfulandmysterious,Ittookhisbreath

away.Itfilledhimwithanemotionwhichhecouldnotunderstandnoranalyse.

Hefelttheaweandthedelightwhichamanmightfeelwhowatchedthe

beginningofaworld.Itwastremendous,sensual,passionate;andyettherewas

somethinghorribletheretoo,somethingwhichmadehimafraid.Itwasthework

ofamanwhohaddelvedintothehiddendepthsofnatureanddiscoveredsecrets

whichwerebeautifulandfearfultoo.Itwasaworkofamanwhoknewthings

whichitisholyformentoknow.TherewassomethingPrimevalthereand

terrible.Itwasnothurnan.Itbroughttohismindvaguerecollectionsofblack

magic.Itwasbeautifulandobscene.c8}

ThenhiseyesfelIonthebedofmatsinthecomer,andhewentup,and

hesawthedreadful,mutilated,ghastlyobjectwhichhadbeenStrickland.He
wasdead`..{9,

(8)The1レfoonα 〃4SiXPe"oθ,PP.239-240.

(9)11)id.,p.240.
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「これ は天才 だ」 と彼 は絶 叫 す る。Stricklandは 視 力 の ない 目で これ を仕 上 げ

た のだ。 しか しそ の最 後 の傑作 は生 前 のStricklandの 命令 に よ りAtaは 焼 き

払 って しま った ので あ った 。 これ を聞 い た 「私」 は,rStrickland自 身,傑 作

だ とい うこ とを 知 ってい た んで しよ うね。 つ ま り,彼 の望 み は達 せ られ,彼 の

一 生 は 完成 され た とい うわ け
。 い わば世 界 をつ く り,そ れ を よ し と見 た わけ で

す ね。 だか ら誇 りを もって,同 時 に また侮 蔑 を もって永 久 に それ を抹殺 して し

ま った の だ」 と ドラマ テ ィ クな言 葉 をDr.Coutrasに 返 し て い る。The

SummingUPの 終 章 に 出て くる 「生活 の美 は … …そ れ ぞれ がそ の性 格 と仕 事

に合 った行 動 を す るこ と,た だそ れ だ け の こ とで あ る」 を う らづ け る大 往 生 の

姿 とい え よ うか。

Thebeautyoflife...isnothingbutthis,thateachshouldactin

conformitywithhisnatureandhisbusiness.(10)

この小説 の タ イ トル は,何 を意 味 して い るので あろ うか。TheMoonand

SixPenceの"moon"は 「狂 気 の発 作」 を,"sixpenCe'は 「取 るに足 らぬ もの」

を 意 味 してい る。 す なわ ち,月 は 人 を狂 気 に導 くと言 いふ る され た芸 術 的創 造

へ の情 熱 を暗示 し,6ペ ンスはStricklandが 弊履 の如 くか な ぐ り捨 てた世 俗

の因襲,束 縛を 意 味 してい る と考 えて ま ちが いな か ろ う。

ReferenceBooks

ReferencestoMaugham'sworksaretotheHeinemann(London)editions.

丁 加 ルfoonandSixPence,Heinemann,London,1966.

丁 加Paintedyθ ゴ1,Heinemann,London,1967.

⑩TheSummingσP,Chap.77.



28 人 文 研 究 第56輯

C」hプ`s'〃2asHoliday,Heinemann,London,1963.

0アHumanBondage,Heinemann,London,1966。

RichardA.(brde11:Somerset」ldaugha〃1,ノ1ワ 「riteプ ノbプ ノ1〃Seasons,

IndianaUniversityPress,1969.

RobertLorrin(ゑlder:「W.50辮 〃sθ'」 物%8」 肋 〃1and'heQ%85'1∂ ノF「eedo"ち

Heinem㎝,London,1972.

隔




